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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト
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「 悪 達 者 」  と は 芸 事 な ど が 器 用 だ が 中 味 や 品 が な い こ と で 、

�

こ こ で は 実 社 会 で 要 領 よ く 立 ち 回 る 人 物 を 指 し ま す 。 こ う し た

�

芸 術 と 相 容 れ な い 存 在 と も 関 わ ら ざ る を 得 な い の が 日 常 で あ り 、

�

詩 に 生 き る 自 分 の 周 辺 に 様 々 な 軋 轢 が 生 じ る の を 「 悪 」 を 連ね
る こ と で 表 現 し て い ま す 。

� （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

こ ん な 悪 達 者 な 人 に あ つ て は僕 は ど ん な 巻 添 へ を 食 ふ か も 知 れ な い僕 に は 智

（ ち

　 え ）
慧 が 足 り な い の で

ど ん な こ と に な る か も 知 れ な い悪 気 が ち つ と も な い に し て も悪 い 結 果 を 起 し た ら 全 く た ま ら な い悪 気 が ち つ と も な い の に悪 い 結 果 が 起 り さ う で 心 配 だな ん の こ と は な い 夢 み る 男 に と つ て悪 達 者 な 人 は 罠

わ な

に 過 ぎ な い

格 別 鎌 を 掛 け ら れ る の で は な い の で あ つ て も鎌 を 掛 け ら れ た こ と に な る の だ か ら か な は な いそ れ を 思 へ ば 恐 ろ し い 気 が す るも う 何 も 出 来 な い 気 が す るそ れ か と い つ て 穴 に 這

（ は

　 い ）
入 つ て も ゐ ら れ ず

僕 は た ゞ だ ん だ ん ぼ ん や り し て 来 る 

（ 一 九 三 四 ・ 一 一 ・ 二 六 ）

サ ン  デ  ー  山  口  を  訪  問 し た 日  野 さ ん

ン グ で た び た び 訪 れ て もい た が 、 空 が 広 く て 自 然に あ ふ れ 、 人 も 温 か く 、『 第 二 の 故 郷 』 と 感 じ てい る 」 と 話 す 。 さ ら に「 き ず な 音 楽 祭 を 迎 え ない と 、 気 分 的 に １ 年 を 締め く く れ な い 」 と も 。 当日 は 、

2 0曲 ほ ど が 披 露 さ

れ る 。　
前 売 り 券 は 、 一 般 ６ ０

０ ０ 円 、 学 生 （ 小 中 高生 ） ３ ０ ０ ０ 円 で 、 山 口市 文 化 振 興 財 団 チ ケ ッ トイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン （ ＹＣ Ａ Ｍ 内 、

☎
０ ８ ３

－

９

２ ０

－

６ １ １ １ ） か 、 チ

ケ ッ ト ぴ あ も し く は ロ ーソ ン チ ケ ッ ト で 購 入 で き

る 。 当 日 券 は 各 ５ ０ ０ 円高 。 託 児 サ ー ビ ス （ 有料 ） は 、 同 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン へ の 申 し 込 み が

1 2

月

1 8日  （ 木 ）  ま で に 必 要

だ 。　
そ し て 、 同 音 楽 祭 の 大

き な 特 徴 が 、  「 ク リ ス マス 市 民 ク ワ イ ア （ 合 唱 団員 ）  」 と の 共 演 。 今 年は 、 日 ク リ の テ ー マ 曲
「 き ず な 」  、 日 野 さ ん が 作

詞 作 曲 し た 「 四 季 〜 花 見鳥 」  、  「 Ｈ ａ ｐ ｐ ｙ

　
Ｘ ｍ

ａ ｓ 」 の ３ 曲 を 合 唱 する 。 日 野 さ ん は 「 毎 年 、ク ワ イ ア の 皆 さ ん と の 合唱 は 心 が 温 ま る 。 ク リ スマ ス ソ ン グ 、 日 ク リ テ ーマ 曲 『 き ず な 』  、 そ し て自 分 の 作 っ た 曲 を ス テ ージ で 一 緒 に 披 露 し 、 特 別な ク リ ス マ ス に 」 と 、 クワ イ ア へ の 参 加 を 呼 び 掛け る 。 誰 で も 参 加 可 能 。練 習 は 、

1 1月

2 1日  （ 金 ）  と

1 2月

1 9日  （ 金 ）  の ２ 回 、 山

口 市 民 会 館 で 開 催 。 午 後２ 時 か ら の 当 日 リ ハ も 。

参 加 費 （ 楽 譜 ・ 鑑 賞 チ ケッ ト 込 ） は 、 大 人 が ６ ００ ０ 円 で 、 大 学 生 以 下 ３０ ０ ０ 円 。 申 し 込 み ・ 詳

細 は 、 ウ ェ ブサ イ ト （ 二 次元 コ ー ド から ） で 。

　
１ ９ ９ ７ 年 に 始 ま っ た

「 日 本 の ク リ ス マ ス は 山口 か ら 」 関 連 事 業 の 一つ 、

1 7回 目 を 迎 え る 「 山

口 き ず な 音 楽 祭 」 は 今年 、 ク リ ス マ ス 当 日 の

1 2

月

2 5日  （ 木 ）  に 開 か れ る 。

時 間 は 午 後 ６ 時 半 か らで 、 会 場 は 山 口 市 民 会 館
（ 山 口 市 中 央 ２ ）  。 出 演

は 、 今 回 で

1 1回 目 と な る

男 性 ボ ー カ ル グ ル ー プ「 Ｌ

ルＥ
　
Ｖ ヴェルヴェッツ

Ｅ Ｌ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ 」

だ 。 先 日 、 メ ン バ ー の 日野 真 一 郎 さ ん が 、 Ｐ Ｒ にサ ン デ ー 山 口 を 訪 れ た 。　
日 野 さ ん は 北 九 州 市 の

出 身 。 山 口 に つ い て 「 以前 か ら ド ラ イ ブ や ツ ー リ　 「 知 っ て 得 す る

　
税 務

無 料 相 談 会 」 が 、  「 税 を考 え る 週 間 」  （

1 1日 〜

1 7

日 ） に 合 わ せ て 、

2 2日

（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午 後 ３

時 ま で 、 小 郡 地 域 交 流 セン タ ー （ 山 口 市 小 郡 下郷 ） で あ る 。 中 国 税 理 士会 山 口 支 部 （ 重 村 和 雄 支部 長 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－ ０ ３ １ ４ ） の 主 催 。
　
相 続 税 、 贈 与 税 、 譲 渡

所 得 税 、 イ ン ボ イ ス など 、 税 金 に 関 す る 全 般 を相 談 で き る 。 事 前 予 約 は不 要 で 、 来 場 順 に 受 付 ・相 談 と な る 。 担 当 す る のは 、 伊 藤 栄 治 、 岡 本 栄 、重 村 和 雄 、 古 谷 和 彦 の

4

税 理 士 。

1 2月

2 5日

ク リ ス マ ス に 「 き ず な 音 楽 祭 」
Ｌ Ｅ 　 Ｖ Ｅ Ｌ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ の 日 野 さ ん が 本 社 来 訪

中 国 税 理 士 会 山 口 支 部

小 郡 で 無 料 相 談 会２ ２ 日
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早 い も の で レ ノ フ ァ が

戦 っ て い る Ｊ ２ リ ー グ も残 り ２ 試 合 と な り ま し た 。　
レ ノ フ ァ は こ こ ま で ６

勝

1 4分

1 6敗 の

1 8位 で 、 一

つ 上 の 残 留 圏

1 7位 と は 勝

ち 点 ３ 差 。 ま だ ま だ １ 試合 で ひ っ く り 返 る 可 能 性が あ り ま す 。　
レ ノ フ ァ と し て は 、 な

ん と し て も ２ 試 合 に 勝 利

し 、 Ｊ ２ 残 留 を 掴 み 取 りた い と こ ろ で す 。 そ の 中で も 、 最 終 節 の Ｒ Ｂ 大 宮ア ル デ ィ ー ジ ャ 戦 は ホ ーム で の 試 合 と な り ま す 。多 く の 方 に ご 来 場 い た だき 、 皆 さ ま と 最 後 の 最 後ま で 共 に 闘 い 、 笑 顔 で シー ズ ン を 終 れ る よ う 、 選手

･

ス タ ッ フ 一 同 で 勝 利

を 目 指 し ま す ！

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
な が い 眼 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ４ １

－

５ ８ ５ ８

永 井

 智 彦

 院 長

Ｑ . 白 内 障 手 術 後 の 生 活に つ い て 教 え て く だ さい
。

Ａ .

多 く の 眼 科 ク リ ニ ッ

ク で は 白 内 障 手 術 は 日 帰り で 行 わ れ ま す 。 手 術 日の 院 内 で の 滞 在 時 間 は 数時 間 、 手 術 時 間 は

1 0～

1 5

分 程 度 、 手 術 中 の 痛 み はな い 方 が ほ と ん ど で す 。帰 宅 後 は 、 麻 酔 が 切 れ た後 に 少 し 目 が ゴ ロ ゴ ロ する こ と が あ り ま す が 、 問題 な い の で 手 術 当 日 は ゆっ く り 安 静 に 過 ご し ま しょ う 。 お 風 呂 は 、 頭 よ り下 で あ れ ば 比 較 的 早 い うち か ら 入 浴 し て よ い と する 施 設 が 多 い で す 。　
仕 事 の 復 帰 時 期 に つ い

て は 、 デ ス ク ワ ー ク な ど屋 内 の 軽 作 業 で は 数 日 ほど 、 畑 仕 事 を 含 む 屋 外 の作 業 で は 一 週 間 程 度 の 安静 が 求 め ら れ る 場 合 が あり ま す 。 ま た 、 運 転 を する の に 新 し く 眼 鏡 を 合 わせ る 必 要 が あ る 方 も お られ る の で 、 手 術 を 行 う 施設 の 執 刀 医 と よ く 確 認 して お き ま し ょ う 。 手 術 後は し ば ら く 通 院 が 必 要 とな る の で 、 時 間 に 余 裕 のあ る 時 期 に 手 術 を す る こと を お す す め し ま す 。 施設 に よ っ て 多 少 異 な り ます の で 、 ぜ ひ お 近 く の 眼科 ク リ ニ ッ ク で ご 確 認 くだ さ い 。


